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◆理科主任の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 理科主任として責務を果たせたかどうかは、「理科の授業を通して目の前

の子ども（全校生の一人ひとり）が育ったのか」がその判断基準になる。 

子どもの 

育ち 

自然を対象にした問題解決を通して 

□理科室経営 

・安全 

・管理 

・使いやすさ 

・学習支援 
 

□校内研修 

・観察・実験の 

技能向上 

・子どもの 

問題解決 
 



□理科室経営 

 

薬品の管理について 
 理科主任の仕事として非常に大切なことです。管理職と連携して、確実な管理をしていきましょう。

現在、山形市内小学校において薬品管理のもとになっているのが、平成 4年に山形県指導資料として出

された『理科薬品の管理と取り扱い』の冊子です。学校にない場合には、山形市総合学習センターポー

タルサイトからいつでもダウンロードできるようにしています。 

 ここでは、その冊子の中から必ず読んでいただきたいことについて確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に、管理台帳の点検は確実に！(確認していますか) 様式１、２で整理。 



 
 



 



 



 



 

 

４月（年度初め）、８月（夏季休業）、１２月（冬季休

業）に理科主任が中心になって棚卸しを行う。 

年度ごとに３ 回棚卸しを行う。 

理科主任（管理責任者） 

時

期

は

学

校

の

実

態

に

合

わ

せ

る 



 

年度ごとに３ 回棚卸しを行う。 

理科主任（管理責任者）を中心に 

薬品ごとにつくる 



様式２ 記載例（『薬品の管理と取り扱い』ｐ７より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※これを年間３ 回理科主任が中心となって行う 

 

安全対策を確実に 

・棚はしっかり固定されていますか 

・消火器や消火砂などは準備されていますか 

・応急処置のための救急用具は準備されていますか 

 

 

子どもにとっても教師にとっても 

使いやすい環境整備 

・どこに何があるのかを子どもも先生方もわかっていますか、また

は、わかるような環境になっていますか 

・整理整頓されていますか 

・燃えさし、廃液、使い終えた乾電池など、処分の仕方が明確です

か 

薬品の瓶（×□）の本数で管理 

合計した残量を確認 



□校内研修 

子どもの問題解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 問題解決的な学習の現状と課題 

（１）問題解決的な学習の形骸化 

   ・「問題」→「予想」→「観察・実験」→「結果」→「考察」という学習過程を教師がつくって

いる。 

    ※ベストは「子どもがつくる」。しかし、現実的には、子どもと教師がつくる。子どもと教師

の合意形成で学習が展開していくことがなければ問題解決的な学習は成立しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）理科の学習観（教師も子どもも） 

   ・「観察・実験」の意義や意味の取り違え 

    ①教師や子どもにとって、観察や実験が理科学習の目的になっている。 

    ②教師や子どもが観察・実験の結果と理論における推定値が一致しなければならないと考えて

いる。 

    ※観察・実験は理科における問題解決の「手段」である。子どもの仮説（予想）を検証する場

である。仮説と結果が違っていれば、「どうして違っているのか」を考えることが大事。実

験の精度の問題なのか、仮説の見直しなのか、この過程を通していくことで、この問題解決

のプロセスに自己責任が伴ってくる。 

 

 

【演習】 

平成 27年度 全国学力・学習状況調査（理科）の問題より 

「問題の内容」から  「問題の文脈」から 

・どのような資質・能力が求められているのか。 

・どのような知識や技能、概念が求められているのか。 

・今求められている理科の授業づくりのポイントは何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各班からの発表（全体での共有） 

 

 

 

 

 

 

１ 指定された問題を解く。 

 

２ 付箋に上記の３つの視点から感じたことや考えたことを書き出す。 

 

３ 班でＡ３版の問題に付箋を貼りながら、感じたことや考えたことを交流する。 

 

４ 班で上記の 3つの視点で共有したことを短冊に書き出す。 
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ジャガイモの葉のデンプン調べ 

6年 植物の養分と水の通り道 



ね ら い 

• 葉に日光が当たるとデンプンができ
ることを調べる。 





煮て、すぐヨウ素液 





煮ないですぐエタノール 





確実に 
デンプンを検出するために 

   ～エタノール脱色法～ 



（準備）          
実験用コンロ、石綿金網、ビーカー(500㏄・200㏄) 

ペトリ皿、わりばし、ヨウ素液、 
 

① ジャガイモの葉をたっぷりの熱湯に入れ、 
  煮る。 （約5分） 

② 湯煎してあたためたエタノールの中に柔らか 

  くなった葉を入れ、葉の緑色をぬく。（約5分） 

③ 葉を湯につけやわらかくする。 
④ 葉をペトリ皿に入れ、少し濃いめのヨウ素液 
  をかけて反応を確かめる。（10倍～20倍） 





【注意点】 
 
• エタノールは直接加熱しない。 
• 天気のよい日に、日が当たっている葉を選
ぶ。 

• 換気をよくする。 
• できれば5月下旬から6月中旬までに実施し
たい。 



ところで、 
 





ア 

イ ゥ 
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